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②  プ ラ ネ タ リ ウ ム

r 冬 の 星 座 と 星 の 一 生 J

オ リ オ ン 座 、 お う し 座 な ど の 冬 の 品 座 の 解 説 な

ら ぴ に 星 の 一 生 を 紹 介 し ま す 。

昭 和 59 年 12 月 11 日 か ら 翌 年 3 月 10 日

認 夜 間 公 開 観 測 会 3 月 12 日 （ 刈 ~16 日 (:t)

天 文 台 （ 呉 羽 山 ） に て 晴 た 日 に 行 い ま す 。

時 間 は 19 :00-21: 00 申 し 込 み 不 要 。

函 凶 科 学 講 演 会 r 安 政 の 地 震 の 話 J

安 政 4 年 、 富 山 県 下 を お そ っ た 大 地 震 の 記 録 を

紹 介 し ま す 。 申 し 込 み 不 要 。

;：；苫 宴
請 師 赤 羽 久 忠 （ 科 学 文 化 セ ン タ ー ）

# 科 学 映 画 会

毎 月 第 二 日 曜 日 に 行 っ て い ま す 。 申 し 込 み 不 要 。

一 回 目 11: 30-12: 00, 二 回 目 15:00-15:30 

1 月 13 日 「 サ ン エ ン ス グ ラ フ ィ テ ィ 」

2 月 10 日 「 日 本 の 水 資 源 」

3 月 10 日 「 老 化 」

磁 科 学 教 室

r ガ ラ ス 細 工 J 1 月 20 日 (8 ) 中 学 生 以 上 一  般  、

定 員 20 名  、 P" 切 1 / 13 。 ガ ラ ス 棒 や ガ ラ ス 管 を い

ろ い ろ な 形 に 加 工 し ま す 。

「 雪 を 調 ぺ よ う J 2 月 10 日 小 4 以 上 一 般 、

定 員 30 名  、 P" 切 2 / 2 。 雪 の 結 晶 や 和 雷 を 観 察 し

そ の 性 質 を 調 ぺ 、 雷 に つ い て の 理 解 を 深 め ま す 。

r エ レ ク ト ロ ニ ク ス エ 尼 3 月 28 日 （ 杓 ・ 29 日 倹

小 4 以 上 一 般 、 定 員 20 名 、 P" 切 3 / 22 。 電 気 工 作

を し て 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 回 路 の 基 礎 を 学 ぴ ま す c

教 室 に 参 加 ご 希 望 の 方 は 、 各 締 切 日 ま で に 往 復

ハ ガ キ に 住 所 ・ 氏 名 ・ 年 令 ・ 電 話 番 号 ・ 教 室 名 を

ご 記 入 の 上 、 〒 930-11 富 山 市 西 中 野 町 3-1-19

富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー ま で お 申 し 込 み 下 さ い 。

定 員 を 超 え た 場 合 は 抽 せ ん さ せ て い た だ き ま す 。

パ 令 ％ パ 皿 茨 く 。 ―
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｛  当 誌 第 5 巻 冬 の 号 に 報 告 の 『 標 本 同 定 会 と さ れ た こ れ ら の 歴 本 類 中 に ｀ 宮 山 m 内 で は 採 集 さ れ

で 見 ら れ た 毘 虫 』 に 関 す る 訂 正 る こ と が ま っ た ＜ 期 待 で き な い も の が あ る こ と 、 同 じ i  1  く 採 集 さ れ る こ と が 期 待 で き な い 大 き さ ・ 斑 紋 等 の ク
根 釆 尚

イ プ の も の が あ る こ と 、 採 集 さ れ た と さ れ る 日 付 l-; 給

＜  箪 者 は 上 記 報 文 中 で 、 10 種 の 富 山 県 内 で は 稀 な 栢 ＊ 常 に 早 い も の 、 ま た お そ い も の が あ る こ と 、 一 採 集 ｝  湘

｛  類 に 関 し て 報 告 し ま し た が 、 そ れ ら の 内 一 小 学 生 に よ }cl-
場 所 で の 採 集 品 の 組 合 わ せ に 不 自 然 な も の が あ る こ D¥-i  っ て 採 集 さ れ た 6 種 、 す な わ ち ア オ ハ ダ ト ン ポ ・ ハ ラ と 等 々 が わ か り ま し た 。 ま た 上 記 の 疑 l閑 点 お よ び 各

1  
ピ ロ ト ン ポ ・ ム モ ン ア カ シ ジ ミ ・ ウ ラ ミ ス ジ シ ジ ミ ・ 標 本 の 採 集 さ れ た と さ れ る 場 所 や そ の 時 の 状 況 に つ い t  
ア サ マ シ ジ ミ ・ オ オ セ ン チ コ ガ ネ の 記 録 を 全 て 取 り iW て 説 明 を も と め た の に 対 し 、 当 の 父 親 か ら は 納 得 の い

｛  し ま す 。 ＜ 説 明 が ま っ た ＜ 符 ら れ ま せ ん で し た 。 以 上 の 事 に

..t 記 小 学 生 の 採 集 し た 楼 本 類 は 、 計 百 余 点 の 標 本 よ っ て こ れ ら の 椋 本 類 の デ ー タ は ま っ た く 信 頼 で き なi  と と も に 、 実 際 上 の 採 集 者 と 兄 ら れ る 父 親 を 通 し て い も の と 考 え ま す 。 叫 に よ り 、 既 に 公 表 済 み の 上 記!  当 館  ・（ 科 学 文 化 セ ン タ ー ） に 寄 附 さ れ た も の で す が 、 標 本 類 に 関 し て は 記 録 を 抹 消 す る こ と に し ま す 。 ト
鈴 木 邦 雄 氏 （ 富 山 大 学 ） お よ び 筆 者 が 富 山 県 の ト ン ポ 相 節 者 の 寄 附 当 初 の 調 査 う ら づ け が ま っ た く 不 充 分 で ｝  i  に r関 す る 報 告 を 準 備 す る 過 程 で 、 そ れ ら の 標 本 類 に 1関 あ っ た こ と で 1司 好 の 諸 氏 に 御 迷 惑 を お か け し た こ と を！  し 多 く の 疑 問 点 が 生 じ 、 ト ン ポ 類 楼 本 に 関 し て は 鈴 木 深 く お わ び い た し ま す 。

邦 雄 氏 お よ び 箪 者 が 、 チ ョ ウ 類 標 本 に 関 し て は 水 野 ま た 1'1: 前 な 時 間 を 割 い て 、 標 本 類 の 検 討 を い た だ い t  
透 氏 （ 応 山 大 学 ） が 詳 細 に 検 討 し ま し た 結 果 窟 山 県 産 た 水 野 透 氏 ・ 鈴 木 邦 雄 氏 に 御 礼 申 し 上 げ ま す。 ｝  
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